
 

 

 

 

 

１ 単元の目標と評価規準 

目標： ２つの文章を読み、ロボットとの未来について考えたことを話し合うことができる。 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

① 情報と情報の

関係付けの仕

方、図などによ

る語句と語句と

の関係の表し方

を理解し、使っ

ている。 

① 「読むこと」において、目的に応じて、文章と図

などを結び付けるなどして必要な情報を見付け

たり、論の進め方について考えたりしている。 

② 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の

考えをまとめている。 

③ 文章を読んでまとめた意見や感想を共有し、自

分の考えを広げている。 

① すすんで二つの文章から多角的

に捉え、学習の見通しをもって自

分の考えを伝え合おうとしている。 

２ 教材について 

本教材は、「あえて弱くつくられたロボット」を通して、人との関わりや「弱さの価値」を考えさせる説明的文章

である。関連資料と比較させることで、多角的に考える力を高めることや、自分の価値観を深めるのに適した教

材である。 

結論 本論③ 本論② 本論① 序論 
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「
弱
さ
」
を
受
け
止
め
、
た
が
い
に
関
わ
り
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ
と
が
大
切
。 

こ
れ
か
ら
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
便
利
で
高
性
能
な
も

の
が
生
み
出
さ
れ
る
が
、
次
々
に
新
し
い
機
能
を
追
加
し
て
完
全
な
も
の
に
近

づ
け
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
わ
た
し
た
ち
の
関
係
は
、
心

地
よ
い
も
の
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。 

「
ご
み
箱
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
間
に
、
あ
る
い
は
、
そ
の
場
に
い
る

人
間
ど
う
し
の
間
に
、
た
が
い
に
支
え
合
う
心
地
よ
い
関
係
を
作
り
出
す
。 

赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
と
人
と
の
関
わ
り
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
ど
う
し
の
協

力
関
係
も
作
り
出
す
。 

「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
も
つ
「
弱
さ
」
は
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
に
似
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。 

「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
、
周
り
の
人
の
協
力
を
引
き
出
し
た
り
、
行
動
を
さ
そ
っ

た
り
す
る
力
が
あ
る
こ
と
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、
た
が
い
の
思
い
が
伝
わ
る
気
が

し
た
り
、手
伝
う
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
ご
み
箱
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
周
り
の
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
の
場
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
、
不
完
全
な
部
分
が
あ
る
こ
と
で
周
り
の
人
の
助
け
を
引

き
出
し
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

多
く
の
機
能
や
便
利
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
し
て
く
れ
な
い
こ
と
に
が

ま
ん
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
し
て
も
ら
っ
て
当
然
だ
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
増
え
て
し
ま
う
。 

現
在
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
囲
む
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
目
ま
ぐ
る
し
い
進
歩
を
続

け
、高
性
能
化
が
進
ん
で
い
る
。 

「
弱
い
ロ
ボ
ッ
ト
」
は
わ
た
し
た
ち
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
係
を
考
え
る
う
え

で
、
重
要
な
視
点
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
。 

ロボットとの未来について考えよう 

「弱いロボット」だからできること 
５年２組     

 

対比 類似 



３ 単元計画（全６時間） 

次 時 学習目標 学習活動 

第
一
次 

１ 教材を読み、大まかな構成を捉える。 

〇世の中の様々なロボットを紹介し、弱いロボットについて

知る。 

〇説明文の読み方を確認し、２回目読みをする。 

第
二
次 

 

２ 教材文の内容を理解する。 〇各段落の中心となる事柄をセンテンスカードにまとめる。 

３  

文章の構成と筆者の主張を見付ける。 

もう１つの資料を読み、自分の考えを広

げる。 

〇序論・本論・結論に分ける。 

〇筆者の主張を捉える。 

〇「ロボット開発は進む」を読み、テクノロジーの進歩によ

り、高性能なロボットが開発されていることを知る。 

４ 

２組 

本時 

２つの主張に対して多角的に捉えて、自

分の考えを深める。 

〇筆者の主張に対して、自分の考えを表す。 

〇もう一方の立場になって、考えを表す。 

５ 

１組

本時 

意見交流会を通して、最終的な自分の

考えを表す。 

〇「強いロボットと弱いロボット、どちらが欲しいか」につい

て、意見交流会を通して、多角的に考える。 

６ 自分の意見を文章にまとめる。 

〇意見交流会を受けて、「ロボットとともに過ごす未来のた

めには何が大切か」について自分が考えたことを文章

でまとめる。 

〇例示された文章の形を参考に、自分の経験や学習で理

解したことを基に文章にまとめる。 

４ 全力参加のための手立て 

 

 

 

 

 

 

 

意見交流会 

自分の考えを伝えたい、深めたいとい

う意欲を高める。 

資料提示のタイミング 

筆者と違う視点で書かれた資料を提

示するタイミングを意図的に設定すること

で、多角的に捉えさせる意欲を高める。 

発問の工夫 

Which 型の発問や揺さぶり発問を取

り入れることで、自分の意見をもったり、

表出したりしやすくする。 

話型・文型の活用 

話型・文型を視覚的に提示することで、

自分の考えをまとめやすくする。 



５ 本時の展開（全６時間中の第 4時）２組 

本時の目標： ２つの主張を読んで、理解したことに基づいて自分の考えを表現する。 

時間 学習活動 ・指導上の工夫 ▲個別の支援 
評価規準 

（評価方法） 

導入 

3分 

１  前時までの学習を振り返る。 

 

 

・「弱いロボットだからできること」

と資料の、それぞれの筆者の主

張を押さえる。 

 

 

 

展開１ 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ どちらの筆者の主張に同意できるか、

自分の考えをもつ。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の立場を決め、共有する。 

C：筆者の主張 

C：資料の主張 

C：考え中 

 

４ 自分の考えを、理由とともに表す。 

 

C：筆者の意見に賛成する。なぜなら、弱

いロボットとの関係は、人間同士の理

想の関係であるため、見習う必要があ

るからだ。 

C：資料の意見に賛成する。なぜなら、ロ

ボットの進化で救える命もあるからだ。 

 

 

・発問を焦点化することで、児童が

自分の考えを「伝えたい！」とな

るような揺さぶり発問をする。      

【焦点化】【Which型】 

 

▲筆者の主張を捉えられない児童

に対して、主張をかみ砕いた言

葉で伝えることで、理解を促す。 

 

 

 

 

 

 

 

・ネームプレートを黒板に貼る。 

・それぞれの立場の考えを数人に

発表させる。 

【共有化・視覚化】 

 

・自己内対話の時間をとり、自分の

考えをもつ時間をとる。 

・文型を提示し、自分の考えを表現

しやすくする。 

 

▲ペアで話し合い活動を入れ、全

員がアウトプットできるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの資料から、自分の考えを表そう。 

考えたい 

筆者の主張：弱いロボットは、

私たちとテクノロジーの未来

の在り方であり、また、わたし

たちが人間同士のつながり

の中に求めるものなのかもし

れない。 

資料の主張：ロボット開発が

進むことでより豊かな未来が

やってくることでしょう。 



 

６ 板書計画 
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７ 授業観察の視点 

（１）本時のねらいが達成されていたか。そのための指導法が考えられていたか。 

（２）児童が全力参加する姿が見られていたか。 

（３）分かりやすく、考えを深めたり広げたりするために有効な発問であったか。  

 

 

展開２ 

25分 

５ 意見交流会をする。 

          

 

 

６ 立場を逆にして、意見交流会をする。 

・机をコの字型で配置し、意見ごと

に机を向かい合わせる。 

【共有化】 

 

・自分の意見と反対の意見で考え

を表すことで、新たな視点をもっ

て多角的に捉えられるようにす

る。          【揺さぶり発問】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読むこと」に

おいて、理解し

たことに基づい

て自分の考え

をまとめること

ができている

か。 

（記述・発言） 

まとめ 

7分 

６ 自分の考えをまとめる。 

C：私は～～の意見に賛成する。なぜなら    

～～だからだ。 

 一方、～～の意見は、～～。 

７ まとめたことを発表する。 

▲意見交流会を通して得た自分の

考えの広がりや深まりから、自分

の考えを改めてまとめさせる。 

伝えたい 

人
間
同
士
の
繋
が
り 

し
て
も
ら
っ
て
当
た
り
前
に
な
る 

テ
ク
ノ
ロ
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と
の
良
い
関
係 

便
利 

救
え
る
命 

豊
か
な
未
来 


